
「
擬
話
本
」

中
の
韻
文
に
つ
い
て

序

中
間
の
白
話
短
篇
小
説
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
「
話
一
本
」
は
、
そ
の

出
自
か
ら
震
え
ば
、
講
釈
の
台
本
や
筆
録
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
次
第

に
読
み
も
の
と
し
て
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ο

そ
し
て
、
現
代
に

入
る
と
、
こ
の
「
話
本
レ
の
体
裁
に
倣
っ
た
作
品
が
知
識
人
の
手
に

よ
り
創
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
を
「
擬
話
本
」

と
呼
ん
で
い
る
。は
、
散
文
に
よ
る
物
語
の
叙
述
の
間
に
韻
文
を
括
入
す

〈

1
)

る
こ
と
を
大
き
な
特
色
と
し
て
い
る
。
こ
の
韻
文
の
括
入
と
い
う
現

象
は
、
中
国
の
講
釈
が
諮
り
つ
講
じ
と
鳴
い
つ
唱
し
の
二
つ
の

部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
ο

つ
ま
り
、
講
釈
の
時
に
は

H
m
w
H

さ
れ
た
も
の
を
、
「
話
本
い
は
韻

文
と
し
て
書
出
に
残
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
「
話
本
」
中
の
韻
文

は
、
読
ん
だ
時
の
効
果
で
は
な
く
、
ヰ
か
ら
聴
い
た
時
の
効
果
(
即

ち
、
講
釈
で

Hmmμ

さ
れ
た
時
の
効
果
〉
に
し
た
が
っ
て
制
作
、
配

設
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

松

男

建

「
擬
話
本
」
は
、
「
話
本
」
と
異
な
り
講
釈
と
の
間
に
直
接
の
関

係
は
な
い
。
は
じ
め
か
ら
、
読
み
も
の
と
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
講
釈
の
時
の
効
果
に
も
と
づ
い
て
制
作
、
配

向
寵
さ
れ
て
い
る
「
話
本
」
の
韻
文
の
使
用
法
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る

こ
と
は
、
「
擬
話
本
い
の
作
者
逮
に
と
っ
て
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
、
「
話
本
」
が
残
し
た
散
文
に
よ
る
物
語
叙
述
の
防
に

韻
文
を
交
え
る
と
い
う
表
現
形
式
を
承
け
て
、
読
み
も
の
で
あ
る
小

説
の
中
で
韻
文
は
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
る
べ
き
な
の
か
と
い
う

新
た
な
問
題
に
、
舟
ら
の
解
答
を
一
訴
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
状
況
に
誌
面
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
彼
ら
「
擬
話
本
」
の
作
者
逮
は
、
散
文
に
よ
る
物
語
叙
述

の
間
に
韻
文
を
括
入
す
る
と
い
う
現
象
を
、
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
ぺ
擬
話
本
」
に

於
け
る
韻
文
の
使
用
状
況
は
、
「
話
本
い
と
較
べ
ど
の
よ
う
な
変
化

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
(

2

)

 

本

論

で

は

、

ま

ず

の

作

者

の

一

人

で

も

あ

る

鴻

夢

竜

( 14 ) 



、
が
、
つ
話
本
」
に
対
し
て
加
え
た
改
変
を
通
し
、
「
擬
話
本
」
の
作
者

の
、
作
品
中
の
韻
文
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
次

に
、
こ
れ
に
法
子
つ
い
て
、
ぺ
話
本
i
一
と
「
擬
話
本
ん
と
の
韻
文
使
用

訟
の
祁
述
に
つ
い
て
、
数
設
的
方
問
か
ら
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

(
一
六
二

O
i
一
六
二
七
)
に
、

と
白
作
・
飽
作
の
「
擬
話
本
」
と
を
集
め
て
、
《
古
今
小

ハ
一
名
《
聡
世
明
言
》
〉
、
《
警
世
通
一
一
一
口
》
、
《
醒
世
恒
一
一
一
向
》
(
以
下

一
言
》
と
総
称
す
る
〉
と
い
う
一
一
一
種
の
短
篇
小
説
集
を
刊
行
し

て
し
る
。
こ
の
《
一
一
一
言
》
に
「
話
本
い
を
収
め
る
に
あ
た
り
、
彼
は

〈

4
)

ぺ
話
本
い
に
J44
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な

改
作
の
様
子
は
、
嘉
靖
二

O
i一一…
0
年
三
五
回
一

1
一
五
五
一
〉

の
間
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
短
篇
小
説
集
《
川
崎
平
山
堂

(
5〉

話
本
》
ハ
以
下
《
法
》
と
略
称
す
る
)
と
《
…
一
一
一
一
一
回
》
と
の
間
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
作
品
ハ
全
部
で
一
一
篇
あ
る
)
を
比
較
す
る
こ
と
に

ハ
6
)

よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

鴻
夢
竜
に
よ
る
韻
文
に
対
す
る
改
変
は
、
《
清
》
と

共
通
す
る
一
一
筋
の
う
ち
の
七
篇
に
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
《
時
間
》
中

で
の
作
品
名
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
《
三
一
一
一
時
》
中
の
作
品
の
巻
数
を

示
す
と
以
下
の
如
く
に
な
る
。

《
戒
指
児
認
》
(
清
二

O
〉
存
十
一
一
一
葉
:
・
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
古
四

《
羊
角
哀
苑
戦
制
刑
判
》
〈
清
二
一
〉
存
一
一
…
葉
:
:
:
:
:
:
:
:
:
古
一
七

《
死
生
交
活
張
鶏
黍
》
ハ
清
ニ
二
〉
存
関
葉
:
:
:
:
・
:
:
:
古
一
六

《
隙
検
梅
嶺
失
委
記
》
(
清
一
一
一
〉

:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
j
:
十日二

O

《
風
月
瑞
仙
亭
》
(
溶
五
)
・

《
鋳
認
路
》
(
浩
一
八
)
:

《
例
頚
鶏
議
会
》
(
清
一
四
)
・

韻文数の変化

浩20-"~ 存 4 21ーャ12

むを21→i!i'7 。→1

清22→古16 l→3 

i存12→古20 27→18 

清5→欝6 8一歩 5

法18→繋33 23→13 

むな14-令瞥38 20→19 

表1改変の内容

。

9私文

3減

9減

1増

2増

。
2 

4 

1 

1 

2 

3 

。
3 

1 

13 

表 2

。
9 

4 

古'20

，!i16 

巻数

古7

警 6

古4

10減

1減

。
。

2 

2 

10 

1 警38

警33

( 15 ) 



次
に
、
こ
れ
ら
七
篇
に
つ
い
て
の
《
清
一
》
と
の
間
の
韻

(
7
)
 

文
数
の
変
化
は
前
一
良
の
表
一
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
改
変
の

内
容
は
前
一
丸
の
表
こ
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
程
多
数
の
箆
所
に
つ
い
て
の
改
変
は
、
と
て
も
単
な
る
思
い

つ
き
に
よ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
会
的
》
所
収
の
七

第
の
韻
文
の
使
用
法
と
韻
文
揺
入
に
つ
い
て
の
潟
夢
竜
の
考
え
と
の

間
の
対
立
を
解
消
す
る
為
に
彼
が
行
な
っ
た
、
方
向
性
を
持
っ
た
改

変
一
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
《
清
》
所
収
の
七
篇
に

対
す
る
溺
夢
竜
の
改
変
の
様
子
か
ら
湖
っ
て
、
彼
の
韻
文
括
入
に
つ

い
て
の
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
前
述

の
如
く
鴻
夢
竜
は
「
擬
話
本
」
の
実
作
者
で
も
あ
る
。
そ
の
彼
が
、

小
説
へ
の
韻
文
括
入
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、
「
擬
話
本
」
に
於
け
る
韻
文
と
散
文
の
問
題
を
考
え
る

上
で
の
重
要
な
手
掛
り
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

小
説
中
に
括
入
さ
れ
た
韻
文
は
、
作
品
中
で
の
機
能
の
相
違
に
よ

り
幾
っ
か
に
分
類
で
き
る
。
鴻
夢
竜
の
改
変
を
見
て
い
る
と
、
作
品

中
で
の
韻
文
の
機
能
に
よ
っ
て
、
改
変
の
態
度
が
異
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
改
変
の
様
相
を
韻
文
の
機
能
の
相
違
に
よ
り
分
類
し

ハ
8
〉

検
討
し
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

A

評
論

こ
の
、

A

評
論
ハ
以
下
A
類
と
称
す
〉
に
分
類
さ
れ
る
韻
文
は

(1) 

有
一
詩
為
証
:

風
吹
落
月
夜
三
更

只
恨
世
人
多
色
(
約

千
里
幽
魂
叙
出
盛

故
将
一
一
兆
見
平
生
(
吉
一
六
五
b
〉

の
よ
う
に
、
諮
り
手
以
外
の
第
三
者
の
韻
文
を
引
用
し
た
こ
と
が
、

H

有
詩
為
一
証
H

等
と
い
っ
た
韻
文
を
導
き
出
す
語
に
よ
り
明
示
さ
れ

て
い
る
も
の
(
九
類
〉
、

紛
父
母
再
一
一
一
厳
問
'
並
不
肯
説
。
正
是
:

口
含
黄
栢
味
有
苦
自
家
知

(
古
四
五
ろ

の
よ
う
に
、
第
三
者
の
韻
文
を
引
用
し
た
の
か
夜
か
明
ら
か
に
し
な

い
も
の
(
ん
類
)
の
二
つ
に
下
位
区
分
し
う
る
。
《
一
一
一
一
一
一
一
同
》
所
収
の

作
品
に
就
い
て
見
る
と
、
「
話
本
」
、
「
擬
話
本
」
双
方
と
も
、
ん
類

は
歴
史
上
の
人
物
、
事
件
を
話
題
に
し
た
作
品
に
、
ん
類
は
市
井
の

人
問
、
事
件
を
話
題
に
し
た
作
品
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
九
類
と
ん
類
は
互
い
に
補
い
合
う
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

九
類
、
ん
類
に
共
通
な
の
は
、
小
説
中
で
話
が
一
段
落
し
た
所
に

(

9

)

 

括
入
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
話
に
つ
い
て
評
論
を
加
え
る
こ
と
で
あ

る
O
A
類
に
は
格
言
、
諺
認
の
性
格
を
お
び
た
も
の
が
多
い
と
い
う

〈
凶
〉

l

指
摘
や
、

Am類
の
よ
う
な
、
他
人
の
韻
文
を
引
用
し
た
こ
と
を
明
示

す
る
態
度
を
考
え
る
と
、

A
類
は
単
に
一
段
落
し
た
話
に
つ
い
て
詳

( 16 ) 



論
を
加
え
て
い
る
の
み
と
は
忠
わ
れ
な
い
。
評
論
の
外
に

H

あ
る
権

ハ
ロ
〉

威
に
依
存
し
た
引
証
の
意
識
を
と
も
な
う
μ

と
、
や
は
り
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

A
類
に
対
す
る
改
変
は
、
古
山
・
七
・
二
ハ
・
二

0
・
警
六
・
一
一
一

一
二
に
見
ら
れ
る
。
改
変
の
内
容
は
、
二
、
…
…
…
の
韻
文
の
位
置
の
移
動

を
験
け
ば
、
削
除
ハ
古
二

0
・
饗
六
二
一
一
一
一
一
〉
と
増
補
(
古
四
・
七

二
ハ
〉
の
こ
つ
に
大
別
で
き
る
。

ま
ず
削
除
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
瞥
六
で
は
、
清
五
に
は

A

類
の
韻
文
が
矧
首
あ
っ
た
も
の
を
、
一
…
…
設
削
除
し
て
い
る
。
瞥
六

は
、
散
文
に
つ
い
て
も
、
況
長
な
絡
所
を
削
り
簡
略
化
し
て
い
る
。
こ

の
二
つ
の
改
変
か
ら
み
て
、
警
六
の
改
変
し
の
主
要
な
目
的
は
、
済
五

に
つ
い
て
の
全
般
に
わ
た
る
簡
略
化
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
簡
略
化
に
よ
り

A
類
の
韻
文
の
数
が
間
首
か
ら
一
首
に
減
ら
さ
れ

た
こ
と
は
、
治
五
の

A
類
の
数
は
、
鴻
夢
竜
に
と
っ
て
は
多
す
ぎ
る

と
感
じ
ら
れ
る
数
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

十五二

0
・
警
三
三
の
削
除
は
警
六
と
少
し
兵
な
る
。
こ
の
ご
篇
に

対
応
す
る
清
一
一
一
・
一
八
に
は
:

つり

IE 
.L2L 
jじ

万
般
皆
是
命

(ザ品川一一一

一}
a〕

(4) 

端
的
限
観
旋
節
族

五
mf…
亭
ヒ
…
小
峰

世
間
多
少
迷
路
客

分
明
耳
聴
好
消
息

上
分
南
北
与
関
東

一
指
還
船
大
道
中

(
清
一
一
一
一

O
a
)

の
よ
う
に
六
句
か
ら
成
る
韻
文
が
存
在
す
る
(
清
一
二
、
九
例
・
地

一
八
、
七
例
)
。
こ
の
う
ち
、
浩
一
こ
で
は
五
例
、
清
一
八
で
は
二

例
が

A
類
に
印
刷
す
る
。
そ
の
他
は
み
な
後
に
あ
げ
る
よ
し
踏
示
H

に

属
す
る
。
《
清
》
と
《
一
一
一
一
一
一
一
向
》
に
共
通
す
る
七
篇
に
於
て
は
、
例

ω・

ωの
よ
う
な
六
匂
の
韻
文
は
清
二
一
・
一
八
以
外
に
は
見
ら
れ
な

、。
3
U
W
 

( 17 ) 

半蒼古
点ヒ 12il
不無事
出処全
人尋然
未
保

一
二
・
一
八
に
見
ら
れ
る
例

ω・
ωの
よ
う
に
韻
文
は
、
実
は

J

一匂
H

十
打
開
勾
υ
と
い
う
こ
設
の
韻
文
の
連
用
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
例

ω・
ωの
押
韻
の
し
方
及
び
例
紛
の
よ
う
に
七
一
一
一
回
二
勾

と
五
一
一
一
日
間
勾
と
い
う
組
み
あ
わ
せ
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
推
測
で
き

る
。
与
に
は
川
W
J
ω

の
よ
う
な
例
の
他
に
も
:

;
・
正
是
:

将
身
投
虎
易
関
口
告
人
難

才
人
有
詩
説
得
好
:

求
人
須
求
大
丈
夫

(5) 

済
人
須
済
急
時
無



海
時
一
点
如
甘
露
酔
後
添
一
愈
不
若
無

(
《
楊
温
繍
路
虎
伝
》
清
一
五
回
b
)

と
い
う
例
も
見
ら
れ
る
ハ
清
一
五
は
《
三
一
一
一
一
同
》
に
収
め
ら
れ
て
い
な

い
〉
。
例
ゆ
・

ωの
よ
う
な
韻
文
の
連
用
は
、
例
仙
仰
に
克
ら
れ
る
よ

う
な
製
態
を
衛
略
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

例川
w
'
糾
の
よ
う
な
清
二
了
一
八
に
見
ら
れ
る
韻
文
の
連
用

に
対
し
、
鴻
夢
竜
は
例
外
な
く
二
首
を
一
首
に
す
る
改
変
を
行
な
っ

て
い
る
。
但
し
、
例
川
W

は
十
日
二

O
で
は
前
半
の
二
匂
が
残
さ
れ
、

例

ωは
逆
に
後
半
四
句
が
残
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
一
一
勾
と
四

ハ
ロ
〉

勾
と
ど
ち
ら
を
残
す
の
か
は
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
鴻
夢
竜

が
二
匂
・
四
句
と
も
に
機
能
は
同
じ
と
考
え
て
い
た
か
ら
に
ち
が
い

な
い
。
清
一
四
に
は
、
例
川
W

・

ωの
よ
う
な
二
句
と
四
句
の
連
用

で
は
な
く
、
律
詩
と
一
例
を
連
用
し
た
例
が
あ
る
(
清
一
四
・
一

a
〉
。
こ
の
浩
一
回
の
例
は
、
韻
文
の
す
ぐ
後
に
、
「
右
詩
、
詞
各
一

首
、
単
説
若
辺
川
町
吋
ぬ
い
い
一
一
字
。
」
と
あ
り
、
二
首
と
も
同
じ
主

題
一
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、

警
三
八
で
は
詞
が
削
ら
れ
律
詩
一
首
に
な
っ
て
い
る
。
ま
で
た
、
《
…
一
一

一
一
一
日
》
全
体
を
見
出
し
て
み
て
も
、
例

ω・
ωや
浩
一
四
の
例
の
よ

う
な
韻
文
の
述
用
は
見
出
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
《
一
一
二
一
一
閃
》
に
於
て

は
、
韻
文
の
述
用
は
完
全
に
排
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

会
主
志
向
》
中
に
は
一
つ
も
韻
文
の
連
用
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
務
夢

竜
に
と
っ
て
は
、
一
つ
の
目
的
の
為
に
韻
文
を
こ
首
も
使
用
す
る
こ

と
は
重
複
で
あ
り
、
く
ど
い
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
為
と
思

わ
れ
る
。

次
に
増
補
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
増
補
さ
れ
た
数
と
内

容
に
つ
い
て
一
一
一
一
口
う
と
、
古
砲
に
ん
類
が
四
例
(
例

ωは
こ
の
間
例

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
)
古
七
・
二
ハ
に
は
ん
類
が
三
例
(
例

ω

は
こ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
)
。
こ
の
三
篇
の
う
ち
古
四
の
み
が
市

井
の
事
件
を
扱
っ
た
作
品
で
あ
り
、
古
七
・
二
ハ
は
歴
史
上
の
人
物

を
扱
っ
た
作
品
で
あ
る
。
ん
類
は
歴
史
上
の
人
物
、
事
件
を
扱
う
作

品
に
、
ん
類
は
市
井
の
人
物
、
事
件
を
扱
う
作
品
に
、
と
い
う
ん
類

と
ん
類
と
の
関
に
見
ら
れ
る
相
補
性
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
し
た

が
、
潟
夢
竜
に
よ
る
韻
文
の
増
補
に
於
て
も
、
こ
の
九
類
と
ん
類
の

関
係
は
保
た
れ
て
い
る
。

鴻
夢
竜
は
、
少
数
な
が
ら
韻
文
の
増
補
も
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
彼
自
身
も
小
説
中
の
韻
文
は
一
定
の
役
割
り
を
受
け
持
つ

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
作
品

中
の
韻
文
の
総
数
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
古
七
・
二
ハ
は
増
初

し
た
後
で
も
韻
文
の
数
は
少
な
く
、
古
四
で
は
増
補
さ
れ
た
数
は
削

除
さ
れ
た
数
の
半
数
に
も
み
た
な
い
。
警
ム
ハ
で
も

A
類
の
韻
文
一
一
一
設

が
削
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
潟
夢
竜
は
韻
文
の
必
要
性

は
認
め
て
は
い
る
が
、
一
つ
の
作
品
中
の
韻
文
の
は
、

( 18 ) 



本
」
の
時
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
散
文
の
叙
述
の
問
に
括
入
さ
れ
た
韻
文
の
中
で
増
補
さ
れ

て
い
る
の
は
、
こ
の

A
類
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お

ハ
日
)
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
鴻
夢
竜
が
小
説
中
で
の
韻
文
の
役

割
り
と
し
て
主
に
考
え
て
い
た
の
は
、
こ
の

A
類
の
機
能
で
あ
っ
た

マJ
じ
じ
恥
た
ご
H

h

久
、
。

町

H
H
A口μμ
乍ぃ

J
l
f
J
W骨
}
し
V

B

拍滋ぜ

こ
の
、

B

描
写
(
以
下
B
類
と
称
す
る
)
に
分
類
さ
れ
る
韻
文

は、

H

但
見
・
久
見
・
忽
見
得
μ

等
の
誌
に
導
か
れ
て
括
入
さ
れ
る
。

(

日

〉

B
類
は
、
物
語
の
展
開
と
の
関
連
は
う
す
く
、
講
釈
の
時
に
は
専
ら

美
し
い
言
葉
の
流
れ
に
よ
り
聴
衆
に
快
感
を
与
え
る
役
割
を
果
し
て

〈
日
)

い
た
と
思
わ
れ
る
。

B
類
が
含
ま
れ
て
い
る
作
品
は
清
五
(
一
・
清
一
二
(
首
二
)

清一一

O
公
ハ
首
)
の
一
一
一
態
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
浩
一
一
一
は
改
変
さ

れ
て
い
な
い
。
古
田
(
清
二

O
〉
は
一
一
一
首
削
除
さ
れ
、
饗
ム
ハ
ハ
清
五
)

は
一
首
都
除
(
残
り
の
一
誌
は
途
中
の
間
勾
を
削
ら
れ
て
い
る
〉
さ

れ
て
い
る
。
削
除
さ
れ
た
韻
文
を
一
例
示
し
て
お
く
。

相
如
挙
目
若
那
闘
中
景
致
，
但
見
一
:

径
舗
璃
瑞
'
繍
刻
呑
援
o
葉
山
崎
怖
風
光
'
為
顕
林
景

物
。
山
開
館
峨
峨
怪
お
'
艦
栽
随
洛
名
花
。
:
;
:
池
沼

内
'
魚
躍
錦
鱗
花
木
上
'
禽
飛
裁
翠
o

(6) 

ハ
清
五
二
三

削
除
の
原
因
と
し
て
は
、
こ
の
項
の
は
じ
め
に
指
摘
し
た
、

B
類

は
物
語
の
展
開
と
の
関
連
が
弱
い
点
と
、

B
類
の
韻
文
は
鏡
舌
に
傾

き
易
い
点
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
(
他
の
類
は
二
旬
、
四
勾
の
韻
文

の
揺
入
を
主
と
す
る
の
に
対
し
、

B
類
は

μ
詞
υ

と
称
す
る
一
一
党
い
韻

(
問
〉

文
を
括
入
す
る
こ
と
が
多
い
〉
。

潟
夢
竜
は
一
つ
の
事
物
に
多
一
一
一
一
口
を
費
す
こ
と
を
好
ま
な
い
ら
し

い
。
韻
文
で
は
な
く
散
文
に
つ
い
て
の
例
で
あ
る
が
次
の
よ
う
な
例

が
あ
る
。

、、，，
J

門

t
r
'
s
t

、

時
値
正
和
二
年
上
一
万
令
節
'
国
家
有
旨
賞
慶
一
克
宵
o
策
山
架

起
'
満
地
華
灯
。
第
錆
社
火
'
羅
鼓
喧
天
o
禁
門
不
閉
'

内
外
往
来
。
人
人
都
到
五
鳳
楼
前
'
端
門
之
下
'
揺
金
花
，

賞
御
調
'
悶
家
与
民
間
楽
o
自
正
月
初
五
日
起
'
至
二
十
日

止
'
万
姓
歌
歓
'
軍
民
間
楽
使
是
歪
窮
至
苦
的
人
家
'
也
有

観
娯
取
楽
。
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(
清
二

O

一一

a〉

こ
れ
を
、
古
田
で
は
:

待
値
正
和
二
年
上
一
苅
令
節
'
国
家
有
旨
慶
賞
一
克
官
。
五
鳳
楼

前
架
起
驚
山
一
座
'
満
地
華
燈
'
熔
一
天
鍵
鼓
o
自
立
月
初
五

日
起
'
至
二
十
日
止
'
禁
城
不
関
'
国
家
与
民
間
楽
o

(
古
四
二

a
)

(8) 



の
よ
う
に
約
半
分
の
字
数
に
絡
め
て
い
る
。
規
模
の
小
さ
な
も
の
で

(9)は

家
財
受
用
的
、
穿
的
、
吃
的
不
可
勝
数
。

一0
7
b
)

と
に
は
あ
っ
た
も
の
を
、
古
間
で
は
、

μ

家
私
万
賞
μ

と
簡

略
化
し
た
例
等
が
あ
る
0

・
沼
田
で
は
、
こ
の
よ
う
な
例
は
さ
ら
に
数

筋
所
指
摘
で
き
る
。

B
類
に
し
て
も
、
ま
た
例
紛
・
防
等
に
し
て
も
講
釈
の
時
に
は
、

必
要
性
や
意
義
、
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
で
見
る
場
合

に
は
、
抗
長
と
の
印
象
が
強
い
。
し
か
も
、
こ
の
両
者
、
つ
ま
り
B

類
と
例
紛
・
紛
の
よ
う
な
表
現
は
、
伏
線
、
性
格
描
写
等
の
意
図
か

ら
出
た
も
の
で
は
な
い
。
或
る
こ
と
が
ら
を
単
に
飾
り
た
て
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
講
釈
の
よ
う
に
実
演
さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
巧
み

な
一
訪
問
り
方
、
綴
文
の
美
し
さ
に
開
き
ほ
れ
て
い
る
と
、
物
語
が
脇
道

に
そ
れ
た
り
、
或
は
話
が
中
断
し
て
も
問
題
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ

な
い
ο

し
か
し
、
読
み
も
の
と
し
て
見
る
と
、
物
語
の

す
る
余
計
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
ο

、

ノ

L
Z
1

二、

/

t

m
山
川
市
内
人

こ
の
、

c

で
き
る
。

暗
示
(
以
下
C
類
と
称
す
る
)
は
二
つ
に
下
位
区
分

Aωy 
hu、男

必
党
那
抗
一
二
説
弘
不
説
?

人
前
只
説
三
分
話

未
可
全
地
一
片
心
(清一一

O

六
ろ

の
よ
う
に
、
物
語
の
進
行
を
わ
ざ
と
停
止
さ
せ
、
読
者
、
聴
衆
の
興
味

を
未
来
に
引
き
つ
け
る
類

(
G類
)
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ω
只
因
這
穎
宝
石
窓
動
間
人
情
意
'
正
是
:

折
戟
況
沙
鉄
半
消
自
将
磨
洗
認
前
都

東
風
不
与
問
郎
使
錦
雀
春
深
鎖
二
喬
ハ
清
二

O

九
三

の
よ
う
に
、
未
来
を
暗
示
す
る
言
葉
と
と
も
に
物
語
の
一
段
落
し
た

と
こ
ろ
に
用
い
ら
れ
て
、
未
来
に
対
す
る
興
味
を
喚
起
す
る
も
の
が

ハ

げ

〉

・

も
う
一
つ
の
類

(
G類
)
で
あ
る
。

C
、

chど
ち
ら
の
類
も
、
未
来

に
対
す
る
興
味
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
者
、
聴
衆
の
注
意
を

引
き
つ
け
る
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

C
類
に
対
す
る
改
変
は
、
古
閉
・
一
一

0
・
警
一
一
一
一
一
一
に
見
ら
れ
る

(
表
一
に
示
し
た
七
篇
中
で
は
、

C
類
は
こ
の
一
一
一
篇
に
し
か
見
ら
れ

な
い
〉
。
古
二

O
、
繁
一
一
一
三
の
場
合
は
、

A
類
で
扱
っ
た
、

J

一句
H

十

H

四
勾
H

と
い
う
綴
文
の
連
用
に
対
す
る
、
一
方
を
削
っ
て
一
設

に
改
め
る
と
い
う
改
変
で
あ
る
。
こ
の
改
変
の
理
由
に
つ
い
て
は
既

に
A
類
の
所
で
考
察
を
加
え
た
の
で
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。

一一

O
で
は
、

ρ
旬、

ρ
い
“
類
以
外
に
も
:

口
ハ
間
選
女
子
貧
聴
楽
中
情
出
p

( 20 ) 
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。



(
浩
二

O

E
〉

の
よ
う
に
、
未
来
に
対
す
る
興
味
を
喚
起
す
る
言
葉
の
み
で
韻
文
を

合
ま
ぬ
も
の

(
C
)
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
古
凶
で
は
全
て
削
除

さ
れ
て
い
る
(
九
例
)
。
こ
れ
と
入
れ
か
わ
る
よ
う
に
、
十
日
間
で
は

例

ωを
含
め
て
合
計
四
例
の
ん
類
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。

「。。
J

C
、
C
類
は
「
話
木
い
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

講
釈
に
か
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、

c、
C
類
の
よ
う
な
手
法
は
大
き

な
効
巣
を
収
め
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
「
話
木
い
を
読
み
も

の
と
し
て
克
た
場
合
、

c、
C
類
の
多
用
は
効
果
的
と
は
一
一
一
一
仰
い
難

い
。
寺
川
本
い
の
散
文
の
部
分
は
、
講
釈
の
語
り
つ
講
じ
の
部
分

を
完
全
に
記
録
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
、
口
頭
で
諮
ら

れ
た
時
に
見
ら
れ
た
く
り
返
し
ゃ
餓
舌
は
文
字
に
写
す
に
あ
た
り
削

ら
れ
て
、
講
釈
の
語
り
よ
り
も
三
一
一
凶
本
い
の
散
文
の
部
分
は
は
る
か

に
簡
潔
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
為
、

c、
C
類
の
多
用

は
散
文
が
簡
潔
に
な
る
の
に
比
例
し
て
講
釈
の
時
よ
り
も
目
だ
つ
存

在
に
な
り
、
読
者
に
く
ど
い
と
の
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

《
…
一
…
一
…
誌
》
所
収
の
「
擬
話
本
い
に
日
を
移
し
て
み
る
と
、
こ
の

c
、
C
類
一
の
荘
在
は
大
変
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
。
筆
者
の
調
べ
た

範
聞
で
は
、
照
二
九
の
四
一
葉
中
に
問
箇
所
、
援
二
一
の
一
八
葉
中

に
…
…
…
館
所
等
が
多
い
方
に
属
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、

c、

C
類
、
の
多
用
は
、
読
み
も
の
と
し
て
ほ
さ
し
て
効
果
を
あ
げ
得
ぬ
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

上
記
の

A
、
B
、
C
の
一
一
…
類
は
み
な
物
語
の
語
り
手
に
よ
っ
て
、

作
品
中
に
導
入
さ
れ
た
韻
文
で
あ
る
。
「
話
本
」
・
「
擬
話
本
い
の
中

に
は
、
こ
の
他
に
作
中
人
物
に
よ
っ
て
作
品
中
に
導
入
さ
れ
る
韻
文

も
存
在
す
る

(
D
類
〉
。
し
か
し
、
こ
の

D
類
に
つ
い
て
は
改
変
は

加
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
っ
か
わ
な
い
。

n 
本
節
で
は
、
前
節
に
於
て
考
察
し
た
、
小
説
中
の
韻
文
に
つ
い
て

の
鴻
夢
竜
の
対
応
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
《
一
一
一
言
》
所
収
の
「
話
本
」

と
「
擬
話
本
ん
と
の
開
の
韻
文
使
用
状
況
の
相
違
に
つ
い
て
数
量
的

(日〉

な
調
査
を
行
な
う
。

ま
ず
、
機
能
に
よ
る
区
別
を
せ
ず
に
一
第
中
に
含
ま
れ
る
韻
文
の

総
数
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
。

A
類
に
対
す
る
改
変
を
扱
一
っ
た
時

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
溺
夢
竜
の
改
変
は
韻
文
使
用
数
の
減
少
を
結

果
と
し
て
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
、
韻
文
使
用
数
の
減
少
は
、

「
擬
話
本
」
を
三
一
一
同
…
本
」
と
較
べ
て
み
た
時
に
も
指
摘
し
得
る
現
象

で
あ
ろ
う
か
。
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各
作
品
の
議
文
使
用
数
を
直
接
表
に
し
て
し
ま
う
と
、
作
品
の
長

さ
、
が
も
の
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
な
の
で
、
不
公
平
が
生
ず
る
。
そ
こ

で
、
作
品
中
の
韻
文
の
総
数
を
そ
の
作
呼
の
葉
数
一
で
割
っ
て
、
一
葉

あ
た
り
平
均
何
首
と
な
る
か
に
寵
し
て
分
布
を
見
る
こ
と
に
す
る
。



3 表

4 表

三
が
「
話

本
」
、
表
四
が

「
擬
話
本
」
で

あ
る
。

※一葉あたりの平均音韻文数

一
と
表
四

を
比
較
し
て
み

る
と
、
「
擬
話

本
」
は
、
一
葉

あ
た
り
の
韻
文

数
の
平
均
が

0

.一一一

0
1
0
・

五
九
首
の
作
品

が
五
八
%
(
一
一

九
篇
)
を
占
め

て
い
る
。
一
方
ぺ

話
本
」
で
は

0

.一一一

0
1
0
・

五
九
誌
の
作
品

は
一
八
%
ハ
五

篇
)
に
す
、
ぎ
ず
、

0
・
七

O

J

一・

O
九
首
の
作
品
が
四
七
%
(
二
ニ
篇
〉
と
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て

い
る
。
概
括
的
に
言
え
ば
、
「
擬
話
本
」
は
「
話
本
」
よ
り
韻
文
使

用
数
が
少
な
い
G

潟
夢
竜
の
改
変
が
韻
文
使
用
数
の
減
少
を
結
果
と

し
て
も
ら
た
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
擬
話
本
」
の
、
韻
文
使
用
数

の
減
少
傾
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
表
四
に
よ
れ
ば
、
「
擬
話
本
」
は
一
葉
あ
た
り
の
韻
文
数

の
平
均
が

0
・
五

0
1
0
・
五
九
首
で
あ
る
一
四
篇
(
二
八
%
)
を

頂
点
と
し
て
、
そ
の
前
後
に
比
較
的
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
「
話
本
」
は
、
特
に
目
だ
つ
中
心
は
な
く
、
広
い
範
簡
に
わ

た
り
分
散
し
て
い
る
。
両
者
の
こ
の
相
違
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
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了
間
に
於
て
は
、
韻
文
の
種
類
に
つ
い
て
は
考
慮
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
二
匂
の
韻
文
か
ら
認
や
八
旬
以
上
で
構

成
さ
れ
る
詩
ま
で
有
り
、
韻
文
の
規
模
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
度
は
二
句
一
点
、
関
句
は
二
点
、
八
勾
と
詞
は
一
一
一
点
、

八
旬
以
上
回
点
と
、
仮
に
韻
文
の
大
小
を
点
数
化
し
て
、
一
葉
あ
た
り

の
点
数
の
分
布
状
態
を
調
べ
て
み
る
と
表
五
・
ム
ハ
の
よ
う
に
な
る
Q

表
五
・
六
を
見
る
と
、
ぺ
話
本
」
の
場
合
は
表
一
一
一
向
様
に
広
い
範

関
に
分
散
し
て
い
る
が
、
「
擬
話
本
」
の
場
合
は
集
中
化
の
傾
向
が

去
四
の
時
よ
り
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
表
六
に
よ
れ
ば
、

「
擬
話
本
」
の
四
六
%
の
作
品
の
工
業
あ
た
り
の
点
数
は
、

0
・
五



ー

0
・
九
点
で

あ
る
。
こ
れ
を

韻
文
の
種
類
と

数
に
直
す
と
、

二
句
の
韻
文
で

あ
れ
ば
、
一
一
葉

に
っ
こ
首
、

詞
で
あ
れ
ば
、

六
葉
に
一
、
二

首
抑
制
度
を
含
む

乍
γ
1
m
J
N

つ王
E
ネ
h
M

F
市

i
sよい
J
λ

白
羽
相
士
窓
口

本
」
の
半
数
近

く
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
は
、
「
擬
話
本
」
を
「
話

木
」
と
較
べ
て
み
る
と
、
認
の
減
少
が
著
し
い
。
こ
の
事
実
と
表
六

と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
中
一
に
規
模
の
小
さ
い
こ
匂
も
し
く
は
問
匂

の
韻
文
を
、
作
品
中
に
少
数
使
用
し
て
い
る
姿
が
「
擬
話
本
」
の

(
却
)

一
般
的
な
姿
と
し
て
う
か
ん
で
く
る
。

上
記
四
種
の
表
に
つ
い
て
H

集
中
μ

・H
分
散
υ

と
い
う
諮
を
間
用
い

て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
話
本
」
よ
り
も
「
擬
話
本
」
の
方
が
、
韻

文
使
用
の
状
態
は
数
量
的
に
安
定
し
て
い
る
。
寸
話
本
」
は
作
品
に

よ
っ
て
使
用
す
る
韻
文
の
数
が
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
韻

(話本〉

※ 

11 

表6

25 

4 

11 

4 

18 

18 

一葉あたりの点数

(擬話本〉

18 

26 

14 

46 

。

。

表5

文
使
用
数
、
が
不
安
定
な
理
由
は
、
ぺ
話
本
レ
が
、
講
釈
の
台
本
、
筆
録

と
い
う
性
務
上
、
講
釈
と
読
み
も
の
を
仲
介
す
る
位
援
に
立
た
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
早
川
本
」
は
、

講
釈
の

Hmwμ

の
部
分
を
ど
の
税
度
議
文
と
し
て
文
字
化
す
れ
ば
読

み
も
の
と
し
て
適
当
か
を
模
索
し
て
い
る
段
階
に
寂
る
の
だ
と
思
わ

れ
る
。
韻
文
の
数
量
的
安
定
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
「
擬
話
本
」

は
つ
話
本
い
の
不
安
定
な
韻
文
使
用
の
後
を
承
け
て
、
散
文
の
問
に

韻
文
を
交
え
る
と
い
う
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
を
完
成
さ
せ
た
も
の
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
こ
の
数
最
的
安
定
は
、
表
六
を
見
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、
韻
文
に
対
す
る
散
文
の
絶
対
的
優
位
の
確
立
を
背

景
に
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

前
節
に
於
て
、
韻
文
の
改
変
は

B
、
C
類
で
は
削
除
の
み
で
あ
る

が、

A
類
は
増
補
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
は
、

「
擬
話
本
い
を
「
話
本
」
と
較
べ
た
場
合
に
も
、
鴻
夢
竜
の
改
変
と

同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
韻
文
の
機
能
に
よ
り
、

Am
、
九
、

B
、
C
の
四
類
に
、
分

類
し
、
こ
の
間
類
が
一
篇
中
に
ど
の
程
度
含
ま
れ
て
い
る
か
を
調
べ

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

A
類
を
九
、
ん
の
二
類
に
分
け
た
の
は
~
こ

の
二
者
は
一
つ
の
作
品
中
に
混
用
さ
れ
る
よ
り
も
、
作
品
の
内
容
に

よ
っ
て
役
割
を
分
担
し
合
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が
多
い
こ
と
を
考
躍

し
た
為
で
あ
る
。
一
・
四
の
時
と
邸
内
様
に
、
一
葉
あ
た
り
の
韻
文

( 23 ) 



(接話本〉表8〈話本〉号室7

(擬話本〉表10(~吉本〉表 9

表12 (擬話本〉

i i¥?と01i※ I~ ()ql~ 1 q!~ ?ql号r! 

|篇数132同一平子(
|が I64 I 32 I 4 1100 1 

住吉本〉表11

(擬話本〉表14〈話本〉表13

数
で
一
部
す
と
、

A

(
表
七
・
八
〉
・

A

(
表
九
・
一

O
)
・
B
(
表
一
一
・
一

一一)・

C

ハ
表
二
ニ
・
一
回
)
各
類
は
各

々
上
記
の
表
の
よ
う
な
分
布
を
一
部
す
。

こ
れ
ら
の
表
を
見
る
と
、
一
i

擬
話
本
t
」

は
「
話
本
」
と
較
べ
て
、
A

町
、
九
類
は

一
篇
中
の
使
用
数
が
増
加
の
傾
向
を
示

し、

B
、

c類
は
減
少
し
て
い
る
。
特

に
B
類
の
減
少
は
顕
著
で
あ
る
。
表
問

か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
擬
話
本
」

は
「
話
本
」
よ
り
も
一
篇
中
の
韻
文
使

用
数
が
全
体
と
し
て
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
中
で
、

A

町
、
九
類

の
一
篇
中
の
使
用
数
が
増
加
の
傾
向
を

見
せ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
擬
話
本
」
は
「
話
本
」
に
較
べ
て
、

一
策
中
の
韻
文
使
用
数
が
少
な
い
。
ま

た
表
七

i
一
凶
は
、
単
に
各
類
の
韻
文

が
…
葉
あ
た
り
平
均
何
首
使
用
さ
れ
て

い
る
か
を
競
べ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の

為
、
…

0
葉

に

韻

文

一

ハ

ν

一業あたりの平均額文数AJ・A2・B.C各類の，※ 
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首、

B
類
六
首
・
C
類
六
首
〉
を
使
用
す
る
作
品
と
、
や
は
り

葉
で
韻
文
五
首

(
A
類
一
一
一
首

-
B
類
二
首
〉
を
使
用
す
る
作
品
が
存

夜
し
た
場
合
、
ど
ち
ら
も
A
類
は
…
葉
あ
た
り
平
均

0
・
一
首
に
な

る
。
し
か
し
、
一
筋
中
に
使
用
さ
れ
た
韻
文
の
総
数
に
占
め
る
ん
類

の
割
合
を
考
え
る
と
、
間
じ
く
一
葉
あ
た
り

0
・
一
首
で
あ
っ
て
も

ん
の
存
在
制
値
は
大
い
に
凶
列
な
る
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
九
、
九
、

B
、
C
の
問
類
が
…
篇
中
に
合
ま
れ
て
い
る
韻
文
の
総
数
に
占
め
る

割
合
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

今
回
は
表
に
せ
ず
上
記
凶
類
の
う
ち
の
ど
れ
か
が
韻
文
総
数
の
問

。
%
以
上
を
占
め
る
作
品
の
数
で
示
し
て
み
た
い
。
ま
ず
Am類
が
韻

文
総
数
の
問
。
%
以
上
を
占
め
る
作
品
は
、
「
話
本
」
で
は
一
議
(
四

%
〉
、
「
擬
話
本
い
で
は
八
第
三
六
%
〉
o

九
類
の
場
合
は
、
「
話
本
い

五
第
三
八
%
〉
0
3慨
話
本
い
二
O
篇
(
問
O
w
m
〉
O
B類
の
場
合

は
、
つ
話
本
い
九
億
刺
(
…
一
一
二
%
〉
、
「
擬
話
本
L
O
篇
(
O
%
)
。

C
類

の
場
合
は
、
「
話
本
」
一
篇
ハ
四
%
)
、
「
擬
話
本
」
O
篇
(
O
W刈
)

上
記
の
凶
類
が
一
篇
の
韻
文
の
総
数
に
占
め
る
割
〈
甘
か
ら
み
て
も
、

表
七

i
一
郎
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

機
能
別
の
韻
文
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
の
こ
の
二
つ
の
調
査
を
見

る
と
、
…
1

擬
話
本
い
の
作
者
連
は
、
立
山
本
い
に
は
韻
文
が
括
入
さ
れ

て
い
た
と
い
う
消
極
的
な
理
由
か
ら
、
散
文
に
よ
る
叙
述
の
閣
に
韻

文
を
揺
入
す
る
と
い
う
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
を
、
受
動
的
に
踏
襲
し
た

の
で
は
な
い
ら
し
い
。
む
し
ろ
、
と
い
う
先
行
文
学
の
叙

述
ス
タ
イ
ル
の
基
礎
の
上
に
立
ち
、
部
、
文
の
小
説
中
に
於
け
る
役
割

の
革
新
に
主
体
的
に
と
り
く
ん
で
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

-Zロ
蕊

向

6
8
叩

Z
Z
R

中
間
の
白
話
小
説
の
歴
史
的
変
化
の
一
つ
と
し
て
、
げ
散
文
化
μ
、

つ
ま
り
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
小
説
中
に
含
ま
れ
る
韻
文
の
数

が
減
少
し
て
ゆ
く
傾
向
が
、
長
篇
、
短
篇
と
も
に
指
摘
さ
れ
て
い

(

幻

〕る
。
そ
し
て
、
《
一
三
時
》
刊
行
の
ご
O
J
一
一
一
O
年
後
の
金
型
嘆
に
よ

る
《
水
稀
伝
》
の
改
作
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
完
全
な
散
文
化
が
達
成
さ

〈
詑
)

れ
る
。
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の
時
よ
り
も
「
擬
話
本
」
中
に
含
ま
れ
る
韻
文
の
数
が

減
少
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
散
文
化
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る

(
お
)

こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
「
擬
話
本
」
の
作
者
逮
は
、
散

文
化
と
い
う
歴
史
の
流
れ
に
ま
か
せ
て
無
r

目
覚
に
韻
文
を
減
少
さ
せ

た
の
で
は
な
い
。

前
節
に
述
べ
た
こ
と
を
く
り
返
せ
ば
、
ま
ず
「
擬
話
本
」
中
に
含

ま
れ
て
い
る
韻
文
の
数
は
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
韻
文
数
の
変
化

を
機
能
別
に
見
れ
ば
、
尋
問
中
企
か
ら
「
擬
話
本
」
へ
の
変
化
に
は

一
定
の
額
向
が
現
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
二
つ
の
事
実
も
散

文
化
と
い
う
大
き
な
流
れ
を
乱
す
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
「
擬
話
本
」
の
作
者
逮
が
、
小
説
中
に
揺
入
さ
れ
る
韻
文



の
妥
当
な
数
量
と
役
割
り
に
つ
い
て
、
「
話
本
」
と
は
同
じ
で
な
い
、

独
臼
の
共
通
な
認
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

、。、
h
y

中
閣
の
白
話
小
説
の
文
体
の
歴
史
は
、
全
翠
嘆
が
改
作
し
た
《
水

論
伝
》
の
出
現
の
前
後
で
、
ま
ず
一
つ
の
期
を
甑
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
金
型
嘆
が
改
作
し
た
《
水
論
伝
》
出
現
以
後
を
散
文
の
時
代
と

形
容
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
前
は
散
文
、
韻
文
併
用
の
時
代
と
言
え

よ
う
。
し
か
し
、
同
じ
散
文
と
韻
文
の
併
用
と
午
出
回
っ
て
も
「
話
本
」

と
「
擬
話
本
」
と
で
は
内
容
が
大
き
く
異
な
る
。
前
述
の
如
く
、

「
擬
話
本
」
は
「
話
本
」
と
開
列
な
る
独
自
の
韻
文
の
使
用
の
仕
方
を

示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
散
文
化
は
金
製
嘆
の
《
水
器
伝
》
程
徹
底

は
し
て
い
な
い
が
、
「
話
本
」
よ
り
は
る
か
に
進
行
し
て
お
り
、
と

て
も
こ
の
二
者
を
一
括
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
擬
話
本
」

は
、
そ
の
独
自
の
韻
文
使
用
法
に
よ
り
、
「
話
本
」
等
の
講
一
釈
の
台

本
や
築
録
の
時
代
、
散
文
、
韻
文
併
用
の
時
代
(
前
期
)
、
と
散
文

の
時
代
の
中
間
に
位
設
づ
け
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
時
代
、
散
文
韻
文

併
用
の
時
代
(
後
期
)
、
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〈
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
〉

注ハ
1
〉
一
入
矢
義
高
「
話
本
の
性
務
に
つ
い
て
い
京
都
一
ニ

2
5、
内
田
道
夫
「
近
世
小
説
の
様
式
に
つ
い
て

i
変
文
の
影
響
を

中
心
と
し
て
!
」
(
町
文
化
』
一
一
一
一
の
五
)
等
を
参
照
。

ハ
2
)

《
老
門
生
三
世
報
恩
》
(
《
警
世
通
一
一
一
一
口
》
巻
一
入
)
は
鴻
夢
竜
の
作
で

品川りる。上
記
以
外
の
「
擬
話
本
」
に
つ
い
て
も
、
彼
が
作
者
で
あ
る
と
す
る

説
が
あ
る
。
孫
指
第
会
一
一
言
二
拍
源
流
考
》
(
《
治
州
集
》
中
華
常
一
同
局

一
九
六
五
所
収
〉
、
拐
土
壁
《
話
本
小
説
概
論
》
〈
中
華
書
局
一
九

八
O
〉
五
四

O
i五
六
九
頁

ハ
3
〉
《
一
一
一
一
一
一
一
口
》
の
テ
キ
ス
ト
は
、
世
界
書
局
影
印
本
〈
一
九
五
八
年
初
刊
〉

を
用
い
る
。

〈4
〉
厳
敦
易
交
古
今
小
説
〉
四

O
策
的
撰
述
時
代
》
(
《
古
今
小
説
》
文
学

古
籍
出
版
社
一
九
五
五
所
収
〉
・
初
土
笠
前
掲
書
〈
注
二
〉
四
一

七
l
間
二

O
頁
、
等
を
参
照
。

ハ5
)

馬
廉
《
清
平
山
堂
話
本
序
回
》
(
《
清
平
山
骨
一
一
話
本
》
古
今
小
品
書
籍

印
行
会
一
九
二
九
所
収
〉

な
お
、
《
清
》
の
テ
キ
ス
ト
は
、
文
学
古
籍
出
版
社
影
印
本
(
一
九

五
五
〉
を
使
用
し
た
。
以
下
に
於
て
、
《
清
》
所
収
の
作
品
を
η
清一一一
υ

の
如
く
表
記
す
る
時
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
配
列
の
頗
序
を
示
し
て
い

る。

(
6
〉
《
法
》
の
篇
者
一
洪
梗
は
、
入
手
し
た
テ
キ
ス
ト
を
手
を
加
え
ず
そ
の

ま
ま
刊
行
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
馬
康
前
掲
論
文
〈
設
五
)

〈
7
〉
清
二

O
は
作
品
の
後
半
部
分
が
欠
落
し
、
二
一
…
業
が
残
務
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
十
日
間
も
清
ニ

O
の
残
さ
れ
た
部
分
に
対
応
す
る
所

(
第
二
架
か
ら
第
二
ハ
葉
表
ま
で
〉
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
韻
文
の
数
を

表
記
し
た
。
!
万
七
・
二
ハ
も
同
様
で
あ
る
。

( 26 ) 



〈
8
)
韻
文
の
分
類
法
と
し
て
は
、

H

日
付
…
は
ヘ
"
的
見
μ

等
の
部
、
文
を
導
、
き

出
す
訟
に
も
配
慮
し
た
、
叙
事
型
・
対
話
型
・
引
証
却
…
・
展
開
刻
一
と
い

う
問
分
類
〈
内
出
道
夫
前
掲
論
文
)
、
も
っ
ぱ
ら
磁
文
の
内
容
の
み

に
依
制
し
た
五
分
類
(
業
務
寧
叶
米
代
話
本
研
究
』
関
立
台
湾
大
学

文
山
叫
ん
叢
刊
二
九
一
九
六
九
〉
の
二
者
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。
小
論

で
は
、
前
者
の
問
分
類
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。

ハ
9
〉
韻
文
の
置
か
れ
る
位
設
に
つ
い
て
は
、
入
矢
義
高
前
掲
論
文
(
注

一
〉
・
葉
徳
均
《
宋
一
五
開
講
俗
文
学
》
(
《
戯
曲
小
説
叢
考
》
中
筆
者
向
局

一
九
七
九
所
収
)
等
を
参
照
。

(m〉
内
問
道
夫
前
掲
論
文
(
注
一
〉

(
日
〉
内
田
道
夫
前
掲
論
文
ハ
詑
…
)

ハ
沼
)
古
一
一

O
で
は
、
ニ
勾
を
残
し
た
も
の
一
…
一
段
、
問
勾
を
殺
し
た
も
の
二

首
。
欝
一
一
一
一
一
一
一
で
は
、
二
匂
が
一
首
、
四
句
は
無
い
。

〈
四
一
〉
饗
六
に
見
ら
れ
る
増
補
は
、
治
五
の
冒
頭
に
あ
っ
た
韻
文
を
後
に
移

動
さ
せ
た
た
め
に
、
新
た
に
冒
頭
を
提
く
韻
文
を
増
補
し
た
も
の
。

(
M
H

〉
入
矢
義
高
前
掲
論
文
ハ
詑
一
〉
・
楽
務
事
前
掲
書
〈
注
入
〉

(
日
〉
小
川
環
樹
「
変
文
と
講
史
」
(
『
中
国
小
説
史
の
研
究
b

若
波
害
賠

一
九
六
入
所
収
)

ハ
謁
)
入
矢
義
雨
前
掲
論
文
〈
法
一
〉

ハ
げ
〉
入
矢
義
高
前
掲
論
文
〈
注
二

(
M
〉
入
矢
義
一
品
前
掲
論
文
(
住
一
〉
内
問
道
夫
前
掲
論
文
(
注
一
〉

(
m
M
〉
「
話
本
」
と
し
て
は
以
下
の
二
八
篤
を
利
用
し
た

古
一
一
一
・
一
五
・
一
一
回
・
一
一
一
一
一
了
一
一
一
五
・
一
一
一
六
・
一
一
一
八
・
一
一
一
九

・
七
・
八
・
一

0
・
一
一
了
一
一
ニ
・
一
四
・
二
ハ
・
一
九
・
二

O

一
一
九
・
一
二

0
・
ム
ハ
・
一
一
一
七
・
三
九

醍
一
一
一
了
一
回
・
一
七
・
…
一
一
一
・
一
一
…
三

「
擬
話
本
」
と
し
て
は
以
下
の
五

O
第
を
利
用
し
た
。

古
…
・
ニ
・
…

0
・
一
一
一
一
・
一

mm-
一
八
・
ニ
ニ
・
ニ
七
・
二
八
・
一
一
一

m

-

…
…
一
一
了
一
一
一
七
・
問
。

警
一
一
・
一
七
・
一
八
・
一
一
一
・
二
四
・
一
一
五
・
二
六
・
一
一
一
了
一
一
一
二
・

一
二
間
・
一
日
一
五
・
間

o

mm
一
・
一
了
一
一
了
五
・
七
・
九
・
一

0
・
一
一
了
一
五
・
一
六
・
一
八
・

一
九
・
一
一

O
'
一
一
一
・
二
二
・
一
一
五
・
二
七
・
二
九
・
一
一
一

0
・一一一二・

一
…
一
五
・
一
一
一
六
'
…
…
一
七
・
一
一
一
九
・
四

O

ハ
初
〉
「
話
本
」
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
韻
文
の
主
要
な
種
類
は
、
ご
勾
の
韻

文
・
問
勾
の
部
、
文
・
認
の
一
一
一
種
で
あ
る
。
「
擬
話
本
」
で
は
、
「
話
本
」

の
時
と
較
べ
て
、
二
句
の
韻
文
は
や
や
数
が
へ
り
、
四
句
の
韻
文
は

「
話
本
」
の
時
と
ほ
ぼ
同
じ
数
を
保
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
種
類
の
韻

文
は
、
ど
ち
ら
に
於
て
も
極
め
て
少
数
し
か
見
ら
れ
な
い
。

(
れ
)
小
川
環
樹
前
掲
論
文
ハ
注
一
五
〉
、
楽
務
寧
前
掲
書
(
詮
八
)

七
m
問、
t
七
五
頁

〈
幻
)
小
川
環
樹
「
『
儒
林
外
史
』
の
形
式
と
内
容
」
(
司
中
国
小
説
史
の
研

究
』
岩
波
書
忠
一
九
六
入
所
収
)

(
お
〉
楽
器
加
率
前
掲
書
〈
注
入
)
七
回
J
七
五
頁
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